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研究成果の概要（和文）：我々は過疎の進む地域において、脳卒中に関わる医療と福祉従事者

（Stroke Care Worker）に stroke team を中心に教育問題を調査し教育活動を行ってきた。多

職種の受けた脳卒中教育の程度は様々であった。教育は量から質へ、卒前から卒後まで、院内

から院外に対象を広げることが重要であると思われた。標準教材を開発することも重要である。 
 
研究成果の概要（英文）：We have researched educational issues among medical and health 
care professionals related to stroke care (hereinafter referred to Stroke Care Workers). And 
our stroke team has organized a number of seminars in the rural area with declining 
population. With such experiences we found considerable differences in levels of stroke 
education among different professionals, so that we have concluded the following points are 
of importance to improve stroke care, 1) to provide stroke education which matters quality 
more than quantity, 2) to educate not only the staff inside of hospitals but also caregivers 
outside, and 3) to develop standard educational materials, aimed at all Stroke Care 
Workers. 
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研究分野：境界医学 

科研ひの分科・細目：外科系臨床医学・脳神経外科学 

キーワード：医学部卒前教育 生涯教育 医学部卒後教育 社会人教育 ストロークワーカー 

 
１．研究開始当初の背景 
医療の過疎・地方からの撤退が相次ぎ、医

療連携が進んだが、モノの議論だけが進み、
これら過疎の進む地域の医療従事者（ヒト）
の教育に関しては全く触れられてはいなか
った。 
２．研究の目的 
 過疎の進む地域における卒後教育・職能教
育を脳卒中を切り口に調査・検討する。 

３．研究の方法 
  現地でのアンケート調査と研修会の開催。
国家試験問題の解析。 
４．研究成果 
（１）卒前・卒後の一貫性のある脳卒中職業
教育に関する本邦初の取り組み 

従来型の医学部卒業前脳卒中教育だけで

は、臨床研修に出た医師は救急現場に来院し



 

 

た脳卒中患者を診療する十分な技術が身に

つかないことを種々の学会で報告し、学会機

関誌に論文化した。齊藤が臨床研修病院にて

（全国 80 医学部のうち 4 分の 1 にあたる約

20 の医学部出身の）初期臨床研修医と一緒に

救急外来に呼ばれて診療した際の実際に研

修医から指摘されたこの問題点を解消する

ために、NIH Stroke Scaleを Advanced OSCE

の形式で、全国で最初に医学部卒業実技試験

に導入した。実施して 3年間が経ち卒業生は

300 名に達した。この結果は日本脳神経救急

学会、日本脳卒中学会、日本神経学会の各総

会で報告し、その全てで推薦を受け、専門家

にも医学雑誌の紙面上で評価を得て紹介さ

れた。この実績をもとに、将来、医師国家試

験にこの Advanced OSCEの内容を盛り込むよ

う働きかけができないか検討している（業績

2、3）。 

（２）社会人を医学部卒業前教育に登用する

試みとその成果 

医師、看護師やリハビリテーション技師ら

からなる stroke teamを教育スタッフとして

医学部 5年生および 6年生の脳卒中卒前教育

に動員したところ、医学生の従来の講義や実

習で身につく脳卒中に対する知的興味の増

加にとどまらず、プレ職業人としての「使命

感」や患者と家族に対する「思いやりの心」

が高まることを確認した（業績 3）。この結果

を踏まえ、以降、札幌医大医学部の 6年次に

社会人が講師としてかかわる講習を継続し

ている。 

（３）卒後教育・初期臨床研修からみた医師

国家試験への提言 

市民公開講座で普通に紹介され、初期臨床

研修中で参加する t-PA による血栓溶解療法

と脳動脈瘤・くも膜下出血の治療である脳血

管内治療が、医師国家試験問題の出題基準に

独立した形で記載されていないこと、過去の

医師国家試験でほとんど出題されていない

ことを脳卒中および脳卒中の外科学会総会

にて報告した。試験と現場の乖離に関して出

題委員を含む多くの医師とディスカッショ

ンする機会を得た（業績 2）。 

（４）チーム医療を担う多職種の卒前教育の

「不均一さ」についての研究報告 

過去 8年間にわたる脳卒中医療と福祉に関

わる国家試験およびそれに準じる資格試験

問題をすべて解き、内容を検討した結果、チ

ーム医療の必要性が強調されているわが国

の医療および福祉従事者は、国家試験資格習

得の時点において医学を十分に学んではお

らず、特に介護及び福祉関連の国家試験資格

者においては医学・看護学以外に出題ウェイ

ト、カリキュラムの重点が置かれ、新しいカ

リキュラムを経たとしても資格習得後の就

職後の現場においては、医学に関する教育シ

ステムが存在しない現在は、ほぼ独学で医学

知識を習得せざろう得ない現実を指摘し、多

職種向けの統一した「脳卒中テキスト」の必

要性を提言した。その後、我々が発表した会

場の座長ら専門家により、リハビリ・介護従

事者向けのテキストが発刊された（業績 2）。 

（５）過疎地における卒後教育・社会人教育

の推進と問題点の整理 

北海道各地域の救急救命士および臨床研

修医、看護師、リハビリテーション技師に対

して Off The Job Training を実施して問題

点と解決策を提示した。砂川・中空知圏域以

外の道内参加数はのべ 350名に達した。最も

早くから開催を重ねた中空知圏域の砂川広

域消防署の管轄である 5市 2町からなる中空

知圏域では t－ＰＡ対人口当たりの使用率が

北海道で 1番、全国でもトップクラスとなっ

た。この圏域は全国で最も住民の所得が少な

いとされる多くの自治体を含む地域で達成

されたもので、社会人教育により地域の経済



 

 

的なハンディが克服される可能性を示す結

果であるとして注目を浴び、その教育普及の

過程は第 35 回日本脳卒中学会総会でシンポ

ジウムに選ばれた（業績 2,11～17,18,20）

（６）過疎地における卒後教育・社会人教育

の実践 

北海道各地域の救急救命士および介護・福
祉スタッフに脳卒中、パーキンソン病、認知
症などの研修会を実施しその問題点を調査
した。職種間の知識のばらつきが明らかにな
ったほか、新たに地域格差という問題が浮き
彫 り に な っ た 。（ 文 献 1,2,4 ～
10,17,19,21,22） 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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